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彼
　
岸

寺
の
墓
地
の
一
隅
に
、
首
か
ら
上
の

病
気
に
よ
く
効
く
と
信
仰
の
厚
い
地
蔵

菩
薩
が
杞
ら
れ
て
い
る
。

　
寒
い
冬
の
朝
、
白
い
杖
を
つ
い
た
白

髪
の
老
人
が
、
一
心
に
頭
を
た
れ
祈
っ

て
い
た
。
老
人
の
心
の
中
は
う
伽
が
う

べ
く
も
な
い
が
、
知
恵
遅
れ
の
孫
の
病

気
の
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
の
か
、
老
い

た
妻
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
の
か
。

　
凍
て
つ
く
寒
風
の
中
、
祈
る
老
人
の

後
姿
に
屈
託
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
長
い
人
生
を
風
雪
に
た
え
歩
ん
で
き

た
で
あ
ろ
う
そ
の
後
姿
に
は
、
あ
た
た

か
み
さ
え
感
じ
ら
れ
た
。

　
だ
れ
し
も
願
う
彼
岸
、
だ
れ
し
も
遠

く
て
手
が
届
か
な
い
と
思
っ
て
い
る
彼

岸
、
そ
れ
で
も
私
た
ち
は
歩
み
つ
づ
け

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
毎
日
の
た
ゆ
ま
ぬ
精
進
の
中
に
し
か

彼
岸
は
な
い
こ
と
を
か
み
し
め
た

い
。
　
・
．

写
真
は
全
仏
評
議
員
会
で
あ

さ
つ
す
る
秦
新
会
長

⊥
関
係
記
事
ニ
ー
五
面
1
1
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会
長
に
は
秦
曹
洞
宗
管
長

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
な
ど
の
た
め
、
さ
る
一
月
二
十
五

日
午
前
＋
一
時
よ
り
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
定
例
の
評
議
員
会
・
理
事
会

を
開
催
し
、
会
長
の
推
戴
、
事
業
計
画
、
予
算
案
な
ど
の
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
た
。
会

長
に
は
、
曹
洞
宗
管
長
秦
慧
玉
垂
下
、
副
会
長
に
は
智
山
派
管
長
上
野
頼
栄
直
下
、
天
台

座
主
山
田
恵
諦
硯
下
、
大
本
山
増
上
寺
法
主
藤
井
実
応
狸
下
を
、
そ
れ
ぞ
れ
推
戴
し
た
。

◇
…
…
議
案
審
議
を
す
る
評
議
■
套

　
評
議
員
会
は
仮
議
長
に
田
中
亮
三
師
、
議
長

に
神
野
真
一
師
を
選
出
、
次
い
で
議
事
録
署
名

委
員
に
板
橋
宥
成
師
、
仲
田
順
和
師
を
指
名
し

上
程
さ
れ
た
議
案
の
審
議
に
入
っ
た
。

議
案
第
一
号
「
理
事
及
ひ
監
事
選
出
に
つ
い

て
」　
前
例
に
な
ら
い
選
考
委
員
を
選
出
し
、
理
事

な
ど
を
選
出
す
る
提
案
が
出
さ
れ
、
選
考
委
員

十
一
名
を
選
出
、
選
考
委
員
会
は
別
室
に
て
協

議
を
重
ね
、
理
事
四
十
五
名
、
監
事
三
冠
を
選

出
、
評
議
員
会
に
報
告
、
評
議
員
会
は
、
報
告

を
受
け
、
審
議
の
上
、
別
掲
の
通
り
、
理
事
、

監
事
を
選
出
し
た
。

　
議
案
第
二
号
「
会
長
及
び
副
会
長
推
戴
に
つ

い
て
」

　
前
掲
会
長
、
副
会
長
を
満
場
一
致
で
推
戴
を

議
決
す
る
。

　
議
案
第
三
号
「
昭
和
五
十
五
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て
」

　
担
当
局
長
、
部
長
よ
り
事
務
局
案
の
説
明
を

う
け
、
質
疑
応
答
、
理
事
会
の
議
決
の
報
告
を

う
け
、
了
承
す
る
。

　
議
案
第
四
号
「
昭
和
五
十
五
年
度
歳
入
歳
出

予
算
に
つ
い
て
」

　
担
当
局
長
、
部
長
よ
り
事
務
局
案
の
説
明
を

受
け
質
疑
応
答
、
理
事
会
の
議
決
の
報
告
を
う

け
、
了
承
す
る
。

　
議
案
第
五
号
「
W
F
B
大
会
中
間
報
告
以
後

の
決
算
に
つ
い
て
」

　
担
当
局
長
・
部
長
よ
り
説
明
を
う
け
、
理
事

会
の
議
決
の
報
告
を
う
け
了
承
す
る
。

　
議
案
第
六
号
「
事
務
所
移
転
に
伴
う
本
会
寄

付
行
為
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」

　
同
意
す
る
。

　
理
事
会
は
、
仮
議
長
に
田
虫
見
三
師
を
選
出
、

議
事
録
署
名
委
員
に
松
村
寿
顕
師
、
四
宮
正
音

師
を
指
名
し
、
上
提
さ
れ
た
議
案
の
審
議
に
入

っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
理
事
長
及
び
常
務
理
事
選
出

に
つ
い
て
」

　
妻
事
正
浩
師
（
浄
土
宗
）
を
選
出
、
新
理
事

長
挨
拶
の
後
、
常
務
理
事
二
十
一
名
を
選
出
承

認
（
別
掲
）

　
鱒
淵
理
事
長
議
長
の
も
と
、
以
下
の
議
案
の

審
議
に
入
る
。

　
議
案
第
二
号
「
事
務
総
局
人
事
に
つ
い
て
」

　
事
務
局
案
の
説
明
を
受
け
別
掲
通
り
選
出
コ

議
案
第
三
号
「
会
長
及
ひ
副
会
長
の
推
戴
に

つ
い
て
」

　
前
掲
会
長
、
副
会
長
を
満
場
一
致
で
推
戴
を

議
決
す
る
、

　
議
案
第
四
号
「
昭
和
五
十
五
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て
」

　
担
当
局
長
、
部
長
よ
り
事
務
局
案
の
説
明
を

う
け
、
質
疑
応
答
、
原
案
通
り
議
決
す
る
。

　
議
案
第
五
号
「
昭
和
五
十
五
年
度
歳
入
歳
出

予
算
に
つ
い
て
」

　
担
当
局
長
、
部
長
よ
り
事
務
懸
案
の
説
明
を

う
け
質
疑
応
答
、
原
案
通
り
議
決
す
る
。

　
議
案
第
六
号
「
W
F
B
大
会
中
間
報
告
以
後

の
決
算
に
つ
い
て
」

　
担
当
局
長
、
部
長
よ
り
説
明
を
う
け
た
の
ち
、

監
事
岩
脇
宏
信
師
の
監
査
報
告
の
の
ち
、
質
疑

応
答
、
原
案
通
り
議
決
す
る
軌

　
議
案
第
七
号
「
事
務
所
移
転
に
伴
う
本
会
寄

付
行
為
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」

　
同
意
す
る
。

評
議
員
会
・
理
事
会
に
共
通
す
る
報
告
事
項

と
し
て
、
事
務
総
局
よ
り
e
ル
ン
ビ
ニ
ー
問
題

に
つ
い
て
口
機
構
改
革
問
題
に
つ
い
て
日
仏
教

セ
ン
タ
ー
設
立
特
別
委
員
会
（
仮
称
）
設
立
に

つ
い
て
四
同
和
問
題
に
つ
い
て
、
の
四
点
に
つ

き
、
報
告
を
う
け
会
議
を
終
了
す
る
。
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N
度
事
業
計
画
な
ら

び
に
予
算
案
を
承
認

　
昭
和
五
十
五
年
度
の
事
業
計
画
な
ら
び
に
歳

入
歳
出
予
算
は
、
評
議
員
会
・
理
事
会
に
お
い

て
事
務
局
原
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
事
業
計
画
　
別
掲
の
通
り
ほ
ぼ
前
年
を
踏
襲

し
て
い
る
が
、
全
仏
機
構
改
革
や
同
和
問
題
対

策
の
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
取

り
組
む
他
に
、
ル
ン
ビ
ニ
復
興
計
画
に
努
力
す

る
。
ま
た
、
第
十
三
回
W
F
B
タ
イ
大
会
に
代

表
の
派
遣
や
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
済
活
動
、

仏
跡
等
へ
の
巡
拝
団
派
遣
な
ど
国
際
交
流
が
進

め
ら
れ
る
一
方
、
全
一
大
会
や
仏
教
文
化
会
議

の
開
催
、
県
仏
の
組
織
強
化
な
ど
に
力
が
注
が

れ
る
。

　
歳
入
歳
出
予
算
　
十
七
％
増
の
六
千
一
百
万

円
の
予
算
。
歳
出
で
は
日
宗
連
の
事
務
局
年
番

の
た
め
の
共
通
事
項
処
弁
費
、
同
和
・
機
構
の

両
委
員
会
設
置
を
含
む
時
局
対
策
費
、
ル
ン
ビ

ニ
・
W
F
B
大
会
の
た
め
の
W
F
B
関
係
費
な

八
十
年
代
を
迎
え
て

全
日
本
仏
教
会
会
長

　
こ
の
た
び
理
事
会
の
O
推
挙
に
よ
り
不
肖

直
納
が
会
長
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
去
る
正
月
役
員
会
に
て
む
挨
拶
申
し
上

げ
、
多
く
の
皆
様
に
接
し
、
全
仏
に
課
せ
ら

れ
た
役
割
の
重
要
性
を
深
く
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
八
十
年
代
を
迎
え
た
世
相
は
、
更
に
明
る

さ
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
世
界
の
ニ
ュ
ー

ス
は
動
乱
に
明
け
暮
れ
、
国
内
は
腐
敗
政
治

と
人
命
軽
視
が
続
発
し
暗
澹
た
る
様
相
を
呈

秦

慧
　
玉

し
て
い
ま
す
。
人
々
は
そ
の
中
に
も
光
明
を

求
め
、
宗
教
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

す
。
吾
々
仏
教
徒
は
こ
の
際
大
い
に
奮
起
せ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
去
る
第
十
二
回
世
界
仏

教
徒
会
議
に
は
、
未
来
社
会
の
仏
教
に
つ
い

て
討
議
さ
れ
ま
し
た
。
私
共
は
そ
の
課
題
を

再
考
す
べ
き
時
で
あ
り
、
そ
の
実
践
に
精
進

す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
決
議
の
中
に
ル
ン
ビ
ニ
ー
の

復
興
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
仏
教
出
現
の
故

園
を
復
興
す
る
は
、
私
達
仏
教
徒
の
責
務
で

あ
り
、
来
る
四
月
八
日
の
潅
仏
会
に
は
全
国

の
仏
教
徒
各
自
が
、
聖
地
復
興
の
念
を
新
た

に
し
て
、
そ
の
運
動
に
一
層
の
む
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
こ
こ
に
就
任
の
む
挨
拶
に
併
せ
て
、
各
位

の
ご
健
勝
と
O
精
進
を
祈
念
し
ま
す
。

ど
の
他
、
人
件
費
、
機
関
紙
発
行
費
な
ど
が
増

額
と
な
っ
て
い
る
。

事
業
計
画
各
局
の
内
容

　
　
〈
総

基
本
目
標

実
施
項
目

　
　
〈
組

基
本
目
標

実
施
項
目

務
　
局
〉

本
会
寄
付
行
為
第
五
条
に
よ
り
各

種
の
事
業
遂
行
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
。

①
加
盟
団
体
と
の
連
絡
提
携
の
強

化②
諸
官
庁
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と

の
連
絡

③
過
年
度
（
前
年
度
を
含
む
）
採

択
事
項
の
実
施
（
担
当
事
項
）

織
　
局
V

本
会
寄
付
行
為
第
五
条
の
事
業
目

的
た
る
仏
教
運
動
の
実
践
お
よ
び

育
成
を
主
に
し
、
時
代
に
即
応
し

た
全
一
仏
教
運
動
を
強
く
推
進
す

る
と
共
に
構
成
団
体
の
一
層
の
強

化
と
団
結
を
期
す
る
た
め
下
記
の

事
業
を
実
施
す
る
。

①
第
2
7
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

（
各
種
代
表
者
会
議
の
開
催
）
の

開
催
②
未
加
盟
団
体
の
加
盟
促
進

③
ブ
ロ
ッ
ク
別
各
県
代
表
者
会
議

の
開
催

④
地
方
仏
教
運
動
の
推
進
、
地
方

仏
教
徒
大
会
、
講
演
藤
織
へ
協
力

⑤
各
地
檀
信
徒
会
の
充
実
と
全
国

組
織
化
の
推
進

⑥
時
局
対
策

⑦
過
年
度
採
択
事
項
の
実
施

　
　
〈
国
際
文
化
局
〉

基
本
目
標
　
本
会
の
寄
付
行
為
第
五
条
の
事
業

　
　
　
　
目
的
た
る
世
界
各
国
の
W
F
B
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー
お
よ
び
仏
教
諸
団
体
と
の

　
　
　
　
　
連
絡
、
文
化
交
流
を
中
核
と
し
て

　
　
　
　
　
仏
教
に
よ
る
国
際
親
善
と
世
界
平

　
　
　
　
和
の
実
現
を
期
す
る
。
ま
た
仏
教

　
　
　
　
運
動
の
総
合
的
企
画
促
進
、
各
種

　
　
　
　
　
仏
教
運
動
の
実
践
育
成
な
ら
び
に

　
　
　
　
広
報
活
動
を
活
発
に
行
う
こ
と
に

　
　
　
　
よ
っ
て
全
一
仏
教
運
動
の
促
進
を

　
　
　
　
は
か
る

1
国
際
部
－

実
施
項
目
　
①
W
F
B
関
係

　
　
　
　
　
⑦
本
部
で
決
議
さ
れ
た
事
項
の
実

　
　
　
　
　
施
、
特
に
ル
ン
ビ
ニ
復
興
計
画

　
　
　
　
　
　
へ
の
協
力

　
　
　
　
　
④
W
F
B
第
十
三
回
バ
ン
コ
ク
大

　
　
　
　
　
会
、
W
F
B
執
行
委
員
会
、
ユ

　
　
　
　
　
ネ
ス
コ
会
議
等
へ
の
出
席
お
よ

　
　
　
　
　
び
代
表
派
遣

　
　
　
　
　
㊥
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
　
　
②
国
際
仏
教
交
流
関
係

　
　
　
　
　
⑦
臨
時
に
行
わ
れ
る
国
際
会
議
ま

　
　
　
　
　
　
た
は
巡
拝
団
等
へ
の
代
表
派
遣

　
　
　
　
　
④
訪
日
仏
教
徒
の
歓
迎
接
待

　
　
　
　
　
◎
在
日
各
国
公
館
と
の
連
絡
接
渉

　
　
　
　
　
㊤
海
外
に
お
け
る
各
宗
派
開
教
本

　
　
　
　
　
　
部
と
の
連
絡
提
携

　
　
　
　
　
㊥
各
国
の
天
災
戦
災
等
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
救
援
活
動

　
　
　
　
　
㊧
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
　
　
③
渉
外
広
報
関
係

　
　
　
　
　
⑦
英
文
日
本
仏
教
ニ
ュ
ー
ス
刊
行

一
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④
日
本
仏
教
紹
介
書
の
刊
行
お
よ

　
　
　
　
　
び
寄
贈

　
　
　
　
　
◎
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
　
　
㊤
過
年
度
採
択
事
項
の
実
施
（
担

　
　
　
　
　
当
事
項
）

1
文
化
部
i

実
施
項
目
　
①
機
関
紙
「
全
仏
」
の
発
行
晋
及

　　

@　

V
ら
し
い
役
員
の
顔

　
1
↓
耕
役
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
－

会
　
長
　
秦
　
慧
玉
（
曹
洞
宗
管
長
）

副
会
長
　
山
田
恵
諦
（
天
台
座
主
）

　
　
　
　
上
野
病
垂
（
真
言
宗
智
山
派
管
長
）

　
　
　
　
藤
井
実
応
（
増
上
寺
法
主
）

理
事
長
　
鱒
淵
正
浩
（
浄
土
宗
）

常
務
理
事
（
評
議
員
中
の
◎
印
）

理
事
　
（
　
〃
　
　
○
印
）

監
　
事
　
（
　
〃
　
　
　
▽
印
）

評
議
員
l
I
敬
称
略
1

◎
中
里

　
高
橋

　
杜
多

　
赤
沼

　
小
林

　
石
橋

○
森
田

　
南
谷

　
吉
田

　
青
木

◎
四
宮

　
安
藤
大
久
保
正
蔵
（

清
水
谷
孝
尚
（
聖
観
音
宗
）

徳
海
（
天
台
宗
）

良
暢
（
　
〃
　
）

信
雄
（
　
〃
　
）

義
俊
（
　
〃
　
）

慶
存
（
天
台
寺
門
宗
）

問
俊
（
天
台
真
盛
宗
）

禅
朗
（
和
　
宗
）

恵
澄
（
　
〃
　
）

秀
映
（
　
〃
　
）

法
鷹
（
妙
見
宗
）

正
音
（
孝
道
教
団
）

正
晃
（
　
〃
　
　
）

　
　
　
　
〃
　
　
）

②
日
本
仏
教
文
化
会
議
の
企
画
お

　
よ
び
開
催

③
各
種
教
化
資
料
の
作
成
と
普
及

④
広
報
宣
伝
に
関
す
る
事
項

⑤
過
年
度
採
択
事
項
の
実
施
（
担

　
当
事
項
）

　　

@
ぶ
れ

○
塩
入
亮
達
（
　
〃
　
　
）

　
田
中
　
昭
徳
（
　
〃
　
　
）

○
長
谷
川
霊
信
（
念
法
真
教
）

　
大
倉
律
現
（
　
〃
　
　
）

◎
阿
部
野
龍
正
（
高
野
山
墓
言
口
宗
）

蘇獅
　
木
田

　
藤
田

　
川
原

○
本
山

○
浅
川

　
阿
部

◎
別
所

　
小
沢

・
板
橋

　
茂
木

◎
林査

　
吉
田

▽
岩
脇

光
範
（
　
〃
　
　
　
）

義
猛
（
　
〃
　
　
　
）

良
恒
（
　
〃
　
　
　
）

良
知
（
　
〃
　
　
　
）

　
　
（
真
言
宗
東
寺
派
）

宥
岳
（
東
寺
真
言
宗
）

俊
教
（
真
一
言
呂
否
氷
涌
寺
派
）

快
俊
（
真
言
宗
山
階
派
）

上
海
（
真
言
宗
御
室
派
）

義
雄
（
真
言
宗
大
覚
寺
派
）

本
宣
（
墓
言
下
奎
盲
通
寺
派
）

弘
因
（
真
言
宗
智
山
派
）

照
門
（
　
〃
　
　
　
）

二
成
（
　
〃
　
　
　
）

隆
応
（
　
〃
　
　
　
）

信
証
（
真
言
宗
豊
山
派
）

聖
宏
（
　
〃
　
　
　
）

俊
誉
（
　
〃
　
　
　
）

宏
信
（
　
〃
　
　
　
）

譲婁麟鷺轟簾綾蜷鼻齢告螺懸麟瀦寮森
弘
之
（
新
義
真
言
宗
）

秀
雄
（
墓
菖
宗
醍
醐
派
）

順
和
（
　
〃
　
　
　
）

有
教
（
真
言
宗
国
分
寺
派
）

真
誠
（
真
言
宗
須
磨
寺
派
）

犠
輝
（
二
言
宗
中
山
寺
派
）

浄
運
（
墓
言
口
一
二
宝
宗
）

真
瑞
（
信
貴
山
真
言
宗
）

仁
哲
（
真
言
宗
犬
鳴
派
）

泰
年
（
本
山
修
験
宗
）

大
周
彦
（
浄
土
宗
）

正
浩
（

宗
春
（

輝
雄
（

秀
三
（

道
雄
（

玄
祥
（

幸
進
（

〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃

）））））））

勝
隆
（
浄
土
宗
西
山
深
草
派
）

俊
久
（
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
）

俊
雅
（
西
山
浄
土
宗
）

俊
正
（
　
〃
　
　
　
）

大
隠
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

郷
音
（

荘
重
（

清
波
（

龍
珠
（

照
海
（

鎮
雄
（

宗
和
（

〃 ”　　〃　　〃　　〃　　〃　　〃

）））））））

　
亮
（
真
宗
大
谷
派
）

昌
丸
（
　
〃
　
　
　
）

敬
慶
（
　
〃
　
　
）

　
忍
（
　
〃
　
　
　
）

　
龍
山

　
笠
原

　
広
島

◎
宮
部

○
高
島

　
織
田奮轟

◎
後
藤

　
土
屋

　
栽
松

　
千
坂

　
来
山

○
本
場

　
横
井

　
松
浦

　
壬
生

　
鈴
木景

◎
岡
田

◎
田
中

○
阿
部

　
大
竹

　
蔵
山

　
乙
川

　
朝
日
小
川

　
亨
（
　
〃
　
　
　
）

保
寿
（
　
〃
　
　
　
）

照
応
（
　
〃
　
　
　
）

幸
麿
（
　
〃
　
　
　
）

　
　
（
真
宗
興
正
派
）

広
勝
（
真
宗
高
田
派
）

弘
海
（
　
〃
　
　
　
）

　
　
（
真
宗
仏
光
寺
派
）

　
　
（
真
宗
三
門
徒
派
）

　
　
（
真
宗
出
雲
路
派
）

　
　
（
真
宗
駄
面
寺
派
）

　
　
（
真
宗
木
辺
派
）

真
之
（
時
宗
）

義
常
（
融
通
念
仏
宗
）

純
一
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

孝
喜
（
　
〃
　
　
　
　
）

六
道
（
　
〃
　
　
　
　
）

六
道
（
　
〃
　
　
　
　
）

泰
龍
（
　
〃
　
　
　
　
）

大
龍
（
臨
済
宗
建
長
寺
派
）

邦
一
（
臨
済
宗
円
覚
寺
派
）

勝
道
（
臨
済
宗
南
禅
寺
派
）

滋
雄
（
臨
済
宗
永
源
寺
派
）

浄
雲
（
臨
済
宗
相
国
寺
派
）

　
　
（
臨
済
宗
建
仁
寺
派
）

周
仁
（
臨
済
宗
天
龍
寺
派
）

巳
成
（
曹
洞
宗
）

亮
三
（
　
〃
　
）

博
邦
（

明
彦
（

光
堂
（

良
英
（

泰
峯
（

義
道
（

〃　〃　〃　〃　〃　〃

））））））
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◎
松
村

　
吉
田

　
風
間

　
伊
藤轟

　
星
野

　
蓮
池

山吉西真
下永村枝蓉譜羅緯

板
垣

　
竹
市

○
塚
田

　
大
越

◎
岩
崎

　
江
連

○
土
持

◎
桜
井

　
畑轟

　
　
（
黄
奨
宗
）

寿
顕
（
日
蓮
宗
）

文
範
（

円
静
（

勝
淳
（

顕
文
（

励
温
（

〃〃〃〃〃

）））））

東
洋
（
法
華
宗
本
門
流
）

　
　
（
法
華
宗
陣
門
流
）

真
慧
（
法
華
宗
真
門
流
）

日
地
（
本
門
王
立
宗
）

正
晴
（
顕
本
法
華
宗
）

通
雄
（
本
門
法
華
宗
）

　
　
（
律
　
宗
）

亮
快
（
真
言
律
宗
）

乗
覚
（
法
相
宗
）

秀
山
（
聖
徳
宗
）

宗
玄
（
華
厳
宗
）

義
海
（
北
海
道
仏
教
会
連
盟
）

仙
遊
（
青
森
県
仏
教
会
）

隆
正
（
岩
手
県
仏
教
会
連
盟
）

　
　
（
秋
田
県
仏
教
連
合
会
）

隆
寛
（
山
形
県
仏
教
会
）

　
　
（
福
島
県
仏
教
会
）

文
成
（
群
馬
県
仏
教
連
△
民
耳
）

賢
照
（
栃
木
県
仏
教
会
）

　
　
（
　
　
〃
　
　
　
）

孝
仁
（
茨
城
県
仏
教
会
）

鳳
栄
（
埼
玉
県
佛
教
会
）

俊
則
（
　
　
〃
　
　
　
）

良
栄
（
千
葉
県
仏
教
会
）

大
乗
（
東
京
都
仏
教
連
合
会
）

直
孝
（
　
　
　
〃
　
　
）

真
一
（
　
　
　
〃
　
）

◎
貝
山

　
横
山

○
広
川

　
旭大

森

○
大
石

◎
原
田

　
山
本

○　
花
山

　
木
辺

O
横
井

　
高
倉
小
西

　
前
田

　
本
田

　
華
山

　
大
橋

　
松
下
・

　
五
葉

O▽
植
松

　
壬
生

　
大
橋葎

◎
山
本

▽
船
蔵
永
倉

陣
鐘
（
神
奈
川
県
紙
教
会
）

敏
明
（
　
〃
　
　
　
　
）

芳
雄
（
新
潟
県
仏
教
会
）

祐
栄
（
石
川
県
仏
教
会
）

　
　
（
福
井
県
仏
教
会
）

弘
道
（
山
梨
県
仏
教
会
）

　
　
（
長
野
県
仏
教
会
）

好
文
（
岐
阜
県
仏
教
会
）

良
道
（
静
岡
県
仏
教
会
）

俊
幸
（
　
〃
　
　
　
　
）

　
　
（
愛
知
県
仏
教
会
）

　
　
（
　
〃
　
　
　
　
）

顕
勝
（
三
重
県
仏
教
会
）

宣
慈
（
滋
賀
県
仏
教
会
）

鶴
洲
（
京
都
府
仏
教
会
）

正
信
（
大
阪
府
仏
教
会
）

日
静
（
兵
庫
県
仏
教
会
）

孝
道
（
和
歌
山
県
仏
教
会
）

行
典
（
島
根
県
仏
教
会
）

恵
光
（
岡
山
県
仏
教
会
）

覚
阿
（
徳
島
県
仏
教
会
）

教
道
（
香
川
県
仏
教
会
）

正
道
（
愛
媛
県
仏
教
会
）

　
　
（
高
知
県
仏
教
会
）

　
　
（
福
岡
県
仏
教
連
△
只
耳
）

　
　
（
沖
縄
県
仏
教
会
）

　
威
（
朝
日
生
命
仏
教
研
究
会
）

　
　
（
京
都
仏
教
徒
会
議
）

照
順
（
近
代
仏
教
研
究
会
）

邦
生
（
国
柱
会
）

諦
道
（
真
理
運
動
本
部
）

　
杉
（
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
）

暉
子
（
　
〃
　
　
　
　
　
　
）

嘉
文
（
全
日
本
仏
教
主
星
－
会
）

◎
中
山

　
福
井

吉山
田本

理
々
（
日
本
仏
教
聖
目
会
）

豊
信
（
日
本
仏
教
保
育
協
会
）

　
　
（
日
本
山
妙
法
寺
大
僧
徴

周
道
（
東
日
本
詠
歌
連
盟
）

弓
柄
（
梵
人
会
）

　
　
（
仏
教
徒
政
治
同
盟
）

小
林
　
暢
田
（
善
光
寺
）

厳
谷
　
勝
雄
（
国
際
仏
教
興
隆
協
会
）

竹
村
吉
右
衛
門
（
仏
教
振
興
財
団
）

樹
谷
　
淳
宣
（
東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
）

○
沼
田
　
恵
範
（
仏
教
伝
道
協
会
）

　
山
崎
　
良
順
（
世
界
平
和
同
願
会
）

仏
英
研
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

第
一
回
J

　
一
昨
年
の
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本

大
会
の
記
念
事
業
と
し
て
、
「
仏
教
苗
金
団
コ
学
生

の
養
成
」
が
あ
り
、
主
と
し
て
仏
教
系
大
学
の

学
生
が
大
会
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
、
通
訳
等
で
活
躍

し
た
が
、
大
会
終
了
後
、
当
時
の
記
念
事
業
部

長
山
田
一
真
師
が
中
心
と
な
っ
て
、
こ
れ
ら
学

生
を
集
め
、
「
仏
教
芭
金
面
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ

た
。

全
仏
座
を
受
け
る
ド
リ
ス
コ
ー
ル
氏

・
ド
リ
ス
コ
ー
ル
氏
優
勝

　
仏
教
英
語
研
究
会
で
は
、
向
回
か
の
会
議
を

重
ね
た
結
果
、
昨
年
春
に
花
山
勝
友
氏
を
理
事

長
に
迎
え
、
こ
の
会
を
存
続
発
展
さ
せ
る
た
め

松
涛
弘
道
、
小
笠
原
隆
元
、
佐
伯
真
光
、
佐
藤

良
純
、
阪
東
性
純
、
川
島
正
真
、
市
村
承
鷹
、

奈
艮
康
明
、
鎌
田
良
昭
氏
ら
を
理
事
に
迎
え
て

陣
容
を
と
と
の
え
た
。
そ
こ
で
第
一
回
の
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
去
る

二
月
十
一
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
東
京
六
本
木

の
国
際
文
化
会
館
で
、
十
三
名
の
発
表
者
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
仏
教
と
日
本
文

化
」
で
熱
弁
が
展
開
さ
れ
た
が
、
参
加
者
中
の

外
国
人
二
名
中
の
一
人
で
あ
る
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン

・
ド
リ
ス
コ
ー
ル
氏
が
「
比
叡
山
に
お
け
る
下

行
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
見
事
優
勝
し
、
全
仏

杯
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
勝
部
組
織
局
長
よ
り
授
与
さ

れ
た
。
ま
た
紅
一
点
の
小
沢
千
代
子
氏
も
入
賞

し
仏
教
伝
道
会
杯
を
授
与
さ
れ
た
。

　
当
日
は
審
査
員
と
し
て
、
花
山
勝
友
、
一
島

正
真
、
小
笠
原
隆
元
、
テ
リ
i
．
フ
リ
ー
マ
ン

の
各
氏
が
審
査
に
あ
た
っ
た
が
、
お
よ
そ
三
十

名
の
参
加
者
が
あ
り
賑
わ
い
を
み
せ
た
。
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懸
仏
で
推
せ
ん
候
補

第
十
二
回
参
議
院
選
挙
に

　
来
る
第
十
二
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
あ

た
り
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
立
候
補
予
定
者
に

推
薦
状
を
交
付
し
、
支
援
す
る
こ
と
と
な
っ
た

　
こ
の
推
薦
は
、
加
盟
宗
派
、
懸
仏
、
団
体
に

対
し
、
そ
の
椎
薬
方
を
要
請
し
、
候
補
者
が
推

薦
団
体
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
外
護
者
、
も

し
く
は
そ
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
申
請

井
　
上

の
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
推
薦
候
補
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
加
盟
宗
派
の

檀
信
徒
で
、
当
選
の
暁
に
は
、
強
力
な
る
仏
法

の
護
持
者
と
し
て
大
い
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
関
係
各
位
の
強
力
な
支
援
が
望
ま
れ
ま
す

　
①
推
薦
団
体
　
②
略
歴
　
③
現
職

燃
欝
懲
・
“
噸
穣
辮
懸
耀
騰

孝

長
　
田
裕
　
二

54

ﾎ
自
民
．
新

　
①
真
宗
大
谷
派
②
京

都
大
学
卒
、
前
建
設

　
省
道
路
局
長
、
事
務

　
次
官
③
建
設
省
建
設

専
門
委
員

62

ﾎ
自
民
・
現

…
①
日
蓮
宗
②
東
京
大

　
学
卒
、
一
国
郵
政
事
務

　
次
官
③
科
学
技
術
庁

　
長
官

源
　
倒

懸

実
　
7
5
歳
　
自
民
・
現

　
　
　
①
浄
土
真
宗
本
願
寺

　
　
　
派
②
海
軍
大
学
卒
、

　
　
　
空
将
、
航
空
幕
僚
長

・
　
　
③
自
由
民
主
党
国
防

　
械　
　
　
部
会
長

斉
藤
栄
三
郎
6
6
歳
　
　
自
民
・
現

①
日
蓮
宗
②
早
稲
田

大
学
卒
、
日
本
経
済

新
聞
柱
、
経
済
評
論

家
③
労
働
政
務
次

官
、
立
正
大
学
教
授

寺
　
沼
　
幸
子

松
　
浦

留
歳
　
自
民
・
新

　
①
真
言
宗
智
山
派
。

豊
山
派
②
日
本
赤
十

　
字
社
甲
種
救
護
看
護

婦
養
成
所
卒
、
旦
A

　
看
護
婦
連
盟
書
記
長

、
③
前
記
連
盟
副
会
長

　
　
功
5
6
歳
自
民
．
新

、
　
　
　
∴
①
北
海
道
仏
②
東
京

大
学
・
卒
、
一
兀
消
嗣
毎
月

長
官
、
元
自
治
省
事

務
次
官
③
財
団
法
人

地
方
自
治
情
報
セ
ン

タ
ー
理
事
長

丸
茂
重
貞
6
3
歳

岩
　
本

　
　
自
民
・
現

①
群
馬
県
仏
②
東
京

医
学
専
門
学
校
卒
、

日
本
医
師
会
常
任
理

事
、
元
環
境
庁
長
官

③
鉄
道
建
設
審
議
套

査

灘
…
難
撫

．
鱒
鱒

二
隅
隅
・

北
　
海
　
道
l
I

政
光
5
0
歳
自
民
・
新

①
北
海
道
仏
②
北
海

道
大
卒
北
海
パ
ル

プ
エ
業
取
締
役
道

議
北
海
道
ミ
ン
ク

農
協
組
合
長
③
東
洋

交
通
代
表
取
締
役

宮
　
田

輝
　
5
8
歳

山
　
ロ
　
淑
　
子

　
　
自
民
・
現

　
①
三
一
、
犬
鳴
派
、

国
分
寺
派
、
念
法
真

　
教
②
明
大
専
卒
、
N

　
H
K
ア
ナ
ウ
ン
ス
主

幹
、
前
農
林
水
産
政

務
次
官
③
自
民
党
国

民
運
動
推
進
部
長

59

ﾎ
自
民
・
現

馴翫
顯
　
畿

①
茨
城
県
仏
②
北
京

劒
教
女
学
校
卒
、
映

画
女
優
、
T
V
司
会

者
、
党
婦
人
局
次
長
、

環
境
政
務
次
官
③
党

婦
人
局
次
長

　　59
諮騨
耀養藝

罐簸
鷺辱

一6一

…
灘
旛
藤

高
　
木

派
②
明
治
大
学
卒
③

建
設
業
松
本
組
取
締

役
社
長
、
建
設
委
員

会
委
員
、
部
落
解
放

同
盟
中
果
執
行
委
員

北
　
海
　
道
－

正
明
5
0
歳
自
民
・
新

、
凸
”
ぎ
ご
　
〆
亀
㌔
き
お
髭
’
軌

①
北
海
道
仏
②
中
央

大
卒
北
海
道
炭
砿

汽
船
北
海
道
観
光

事
業
箕
輪
登
秘
書

佐
藤
栄
作
秘
書
　
北

海
道
議

P膨、炉
　　　一　　　　　’　訂，、＿皿　　｛　　　　　　L　，　　　｝、

ツ旨
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虚

構
・購

岩

上

二茨

結城

紮
、

奪

勢
・1華・

65

ﾎ
自
民
・
現

①
茨
城
県
仏
②
京
都

大
卒
　
瓜
連
町
長

瓜
連
農
協
組
合
長

茨
城
高
校
長
　
茨
城

県
知
事
③
農
林
水
産

委
員
　
県
連
顧
閤

　
　
　
　
静
岡

戸
塚
進
也

懸
構
．

39

ﾎ
自
民
・
現

①
静
岡
懸
仏
②
日
本

大
講
掛
川
市
議

静
岡
県
議
党
青
年

局
長
③
通
産
政
務
次

官

　
ー
ー
右
　
川
県
一

安
田
隆
明
6
2
歳
自
民
・
現

①
真
宗
大
谷
派
②
石

川
県
立
青
年
学
校
卒

石
川
県
副
知
事
　
参

院
国
対
副
委
員
長

通
商
産
業
政
務
次
官

③
護
国
対
副
委
員
長

　
1
一
大
　
阪
　
府

中
　
山
　
太
　
郎
　
5
5
歳
／
自
民
．
現

①
国
分
寺
派
②
大
阪

府
議
労
働
政
務
次

官
参
院
内
閣
委
員

会
委
員
長
③
参
院
運

営
委
員
会
委
員
長

全　　　　　仏
第3種郵便物認可

　
一
群
　
馬
　
県
一

旦
　
田
　
宏
　
舳
6
6
歳
　
自
民
・
新

　
I
I
I
群
　
馬

最
　
上
　
　
　
進

①
群
馬
県
仏
②
県
立

渋
川
高
卒
（
旧
中
）

中
島
飛
行
機
福
田

纏
縫
秘
書

認
歳
自
民
・
現

①
群
馬
県
仏
②
慶
応

大
卒
最
上
英
子
秘

書
　
群
馬
県
議
県

連
公
害
対
策
委
員
長

③
県
連
常
任
顧
問

　
　
　
　
神
　
奈
川
三
一

秦
野
　
章
6
8
歳
自
民
・
現

①
神
奈
川
県
仏
②
日

大
卒
警
察
庁
警
務

局
長
　
警
視
総
監
③

党
公
害
対
策
特
別
委

員
長

㈱
藤
　
田

干
　
岡
　
県
－

　
　
栄
　
4
9
歳
自
民
・
新

長
谷
川

①
静
岡
県
仏
②
早
稲

田
大
学
卒
　
静
岡
新

聞
社
編
集
局
長
③
伊

豆
新
聞
社
長
　
県
総

合
開
発
審
議
委
員

県
社
会
教
育
委
員

新
潟
県
i

　
　
信
　
6
0
歳
自
民
・
現

灘鎌
燕
鎗
｝
　
、
乱
藩
駅
彰
蟻

①
新
潟
県
仏
②
早
稲

田
第
一
高
卒
長
谷

川
酒
造
代
表
取
締
役

宮
内
町
議
新
潟
県

議
県
連
幹
事
長
③

郵
政
政
務
次
官

1
－
1
福
　
井
県
－

熊
谷
太
三
郎
7
2
歳
自
民
．
現

①
本
願
寺
派
②
京
都

大
卒
福
井
市
蟻
通

産
政
務
次
官
前
科

学
技
術
庁
長
官
原

子
力
委
員
長
県
連

会
長

藤
　
井

岐
　
阜
県
ー
ー
ー

丙
午
　
招
歳
自
民
・
現

轟
轟
、
藩
懲
　
①
岐
阜
県
仏
②
早
稲

　
　
　
　
　
田
大
卒
八
幡
製
鉄

　
　
　
　
撒
副
社
長
九
州
石
油

　
　
　
　
　
社
長
　
国
家
公
安
委

　
　
　
’
朧
員
会
委
員
　
郵
政
審

灘
鍵
潔

　
　
　
　
　
議
会
々
長

　斉

摩⊥

を

撃朗重

ゑ
凡

　
1
一
⊥
駅
　
池

上
　
田
　
　
　
稔

如
歳
自
民
・
現

①
三
重
懸
仏
②
慶
応

府

大
卒
厚
生
大
臣
秘

書
官
大
蔵
政
務
次

官
③
参
院
商
工
委
員

長
65

ﾎ
自
民
，
現

　
①
妙
心
寺
派
②
京
都

大
卒
建
設
省
河
川

局
長
北
海
道
開
発

政
務
次
官
③
参
院
予

算
委
員
党
両
院
議

員
総
会
副
会
長

　
1
－
1
香
　
川

平
弓
馬
　
志

　
毒
嚢
露
購
・
’
、

蹴
畿
騨
羅

》響“a’雛
　
l
I
I
」
熊
　
本

園
　
田
　
清
　
充

　
　
丼
．

壮
・
5

守

　
一
佐
　
賀

福
岡
　
日
出
磨

47

ﾎ
自
民
・
現

①
香
川
県
仏
②
学
習

院
大
卒
政
審
法
務

部
会
長
国
民
運
動

本
部
副
本
部
長
③
法

務
政
務
次
官
四
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

新
聞
社
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

早
l
i
　
　
　
　
一

59

ﾎ
自
民
・
現

　
①
本
願
寺
派
②
熊
本

　
県
議
　
全
国
都
道
府

討
県
議
長
会
副
会
長

　
農
林
水
産
委
員
長

　
農
林
政
務
次
官
③
国

　
土
庁
長
官

68

ﾎ
自
民
・
現

①
本
願
寺
派
②
上
海

東
亜
同
文
書
院
佐

賀
県
議
全
国
商
工

会
連
合
会
長
　
県
連

会
長
③
参
院
商
工
委

員
会
委
員
長

　響　　　　A　　’E　一鰐碑’＾「㌦解　へ　　一ド、
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WFB

バ
ン
コ
ク
で
合
同
会
議

鱒
淵
事
務
総
長
ら
出
席

　
昨
年
十
二
月
十
三
、
十
四
日
の
両
日
、
タ
イ
国
バ
ン
コ
ク
市
の
W
F
B
本
部
会
議
室
に

お
い
て
、
W
F
B
副
会
長
、
各
常
設
委
員
長
、
執
行
委
員
の
合
同
会
議
と
、
執
行
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
全
仏
（
W
F
B
日
本
セ
ン
タ
ー
）
よ
り
、
鱒
淵
正
浩
事
務
総
長
（
W
F
B

財
政
委
員
長
）
と
、
市
村
承
忌
避
（
鎌
田
良
昭
執
行
委
員
の
代
理
）
が
出
席
。
十
五
日
に

は
出
席
者
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の
サ
ケ
オ
キ
専
ン
プ
を
視
察
し
た
。

九
項
目
の
議
案
を
審
議

　
W
F
B
副
会
長
、
各
常
設
委
員
長
、
執
行
委

員
の
合
同
会
議
は
十
二
月
十
三
日
、
バ
ン
コ
ク

市
の
W
F
B
本
部
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
、
プ

ー
ン
会
長
の
開
会
宣
言
に
つ
づ
い
て
、
サ
ン
や

副
会
長
を
議
長
に
審
議
に
入
っ
た
。
な
お
、
開

会
に
あ
た
り
、
プ
ー
ン
会
長
の
健
康
と
、
最
近

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
よ
り
名
誉
博
士
号
を

授
与
さ
れ
た
事
に
敬
意
を
表
し
て
、
テ
ー
・
テ

ン
・
チ
ュ
ー
執
行
委
員
が
挨
拶
、
ま
た
鱒
淵
代

表
よ
り
、
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
大
会
実
施
に

対
す
る
タ
イ
本
部
の
深
い
配
慮
に
対
し
、
ま
た

昨
年
十
月
に
大
谷
全
仏
会
長
の
公
式
訪
問
時
に

示
さ
れ
た
歓
迎
に
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
の
意
が
表
明

さ
れ
た
。

　
会
議
は
サ
ン
や
議
長
よ
り
、
日
本
大
会
に
対

す
る
日
本
側
の
労
苦
に
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
た
あ
と
議
事
に
入
っ
た
。

　
①
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
計
画
に
つ
い
て

　
開
発
計
画
の
報
告
に
対
し
て
、
計
画
は
莫
大

な
資
金
を
要
す
る
の
で
、
W
F
B
の
全
て
の
セ

ン
タ
ー
の
↓
致
協
力
な
し
に
は
成
就
さ
れ
な
い

（
テ
ー
・
テ
ン
・
チ
ュ
i
委
員
）
、
全
仏
教
徒
を

象
徴
す
る
“
聖
地
の
橋
”
建
設
に
つ
い
て
日
本

側
の
協
力
方
を
要
請
す
る
（
S
・
ミ
ヤ
バ
ラ
委

員
）
、
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。
ま
た
次
の
寄
付

金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
な
さ
れ

穐　
四
万
米
ド
ル
（
以
前
か
ら
本
部
に
寄
せ
ら
れ

て
い
る
寄
金
）
、
一
千
米
ド
ル
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

R
C
）
、
六
百
米
ド
ル
（
ハ
ワ
イ
R
C
）
、
二
千

マ
レ
ー
シ
ヤ
ド
ル
（
セ
ラ
ン
ゴ
ル
R
C
）

②
小
当
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
に
つ
い
て

　
今
年
十
一
月
二
十
一
日
よ
り
二
十
九
日
ま
で

の
九
日
間
、
タ
イ
国
の
バ
ン
コ
ク
、
チ
ェ
ン
マ

イ
に
て
開
催
す
る
と
報
告
さ
れ
た
。

　
③
決
議
案
の
実
践
に
つ
い
て

　
過
去
の
大
会
で
の
決
議
案
の
採
択
さ
れ
た
も

の
の
ほ
と
ん
ど
は
、
予
算
の
問
題
も
あ
り
実
践

さ
れ
て
い
な
い
。
次
期
大
会
で
検
討
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
④
規
約
の
修
正
に
つ
い
て

　
ス
リ
ラ
ン
カ
R
C
よ
り
提
案
さ
れ
て
い
る
が

現
状
に
お
い
て
敢
え
て
修
正
す
る
必
要
が
な
い

と
の
結
論
が
出
さ
れ
た
。

　
⑤
大
会
テ
ー
マ
に
つ
い
て

　
仏
教
と
世
界
協
同
体
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
、
現
代

生
活
に
お
け
る
仏
教
の
実
践
（
タ
イ
）
が
提
出

さ
れ
て
い
る
が
、
ホ
ス
ト
国
に
て
検
討
オ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
⑥
非
仏
教
徒
に
つ
い
て

　
実
際
の
討
議
に
は
加
え
な
い
が
、
セ
レ
モ
ニ

ー
に
は
招
い
て
も
堅
い
。

　
⑦
ユ
ネ
ス
コ
N
G
O
と
し
て
の
W
F
B

　
ユ
ネ
ス
コ
の
カ
テ
ゴ
リ
A
の
中
の
非
政
府
団

体
と
し
て
格
上
げ
す
る
よ
う
、
ユ
ネ
ス
コ
に
要

請
し
て
い
る
事
が
確
認
さ
れ
た
。

　
⑧
チ
タ
ゴ
ン
ヒ
ル
よ
り
の
要
請

　
バ
ン
グ
ラ
の
内
政
干
渉
に
な
る
の
で
手
を
打

っ
て
い
な
い
。

　
⑨
ブ
ー
タ
ン
の
加
盟
申
込
み
に
つ
い
て

　
加
盟
申
込
み
が
あ
り
事
務
的
に
す
す
め
て
い

る
。

第
2
2
回
の
執
行
委
員
会

　
第
二
十
二
回
W
F
B
執
行
委
員
会
は
、
十
四

日
午
前
九
時
半
よ
り
開
か
れ
、
プ
ー
ン
会
長
挨

拶
の
あ
と
、
議
長
に
S
・
ミ
ャ
バ
ラ
氏
を
選
出

し
、
ま
ず
前
日
の
合
同
会
議
の
経
過
を
テ
i
・

テ
ン
・
チ
ュ
ー
委
員
が
報
告
し
た
あ
と
議
事
に

入
っ
た
。

　
②
ル
ン
ビ
ニ
ー
問
題
に
つ
い
て

世
界
仏
教
を
象
徴
す
る
聖
地
に
至
る
橋
の
建

設
を
W
F
B
と
し
て
実
麓
目
標
と
し
た
い
。
費

用
は
約
二
十
七
万
六
千
ド
ル
。
橋
の
名
称
（
仮

称
）
「
友
情
の
橋
」
と
し
た
ら
ど
う
か
。
こ
の
実

現
に
つ
い
て
は
、
資
金
調
達
こ
そ
一
番
の
問
題

で
あ
り
、
日
本
、
ソ
連
、
蒙
古
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
各
セ
ン
タ
ー
に
こ
の
実
現
方
を
ア
ピ
ー
ル

現
に
つ
い
て
は
、
資
金
調
達
こ
そ
一
番
の
問
題

で
あ
り
、
日
本
、
ソ
連
、
蒙
古
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
各
セ
ン
タ
ー
に
こ
の
実
現
方
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
②
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て

　
十
二
月
十
五
日
に
全
員
で
、
プ
ラ
チ
ン
プ
ド

県
サ
ケ
オ
キ
ャ
ン
プ
を
視
察
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
な
お
、
十
万
一
千
バ
ー
ツ
の
寄
附
金

が
、
ク
ー
レ
オ
フ
ン
氏
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
、
ピ
ッ

チ
ン
フ
ィ
女
史
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
よ
り
、
タ

イ
赤
十
字
会
の
副
会
長
で
あ
る
マ
ハ
・
チ
ャ
ク

リ
・
ス
リ
ド
ー
ン
妃
殿
下
を
通
じ
て
難
民
に
贈

ら
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
③
規
約
修
正
に
つ
い
て

　
ス
リ
ラ
ン
カ
R
C
よ
り
の
提
案
で
あ
る
が
、

前
日
の
合
同
会
議
で
協
議
の
結
果
、
次
期
大
会

で
討
議
さ
れ
た
あ
と
に
再
考
し
再
提
出
す
る
こ

と
に
、
提
案
者
側
の
了
解
を
得
た
と
報
告
。

　
④
加
盟
申
込
み
に
つ
い
て

　
チ
タ
ゴ
ン
仏
教
会
よ
り
の
加
盟
由
講
に
つ
い

て
は
、
次
期
大
会
総
会
へ
推
薦
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　
⑤
ウ
エ
サ
カ
・
ブ
ッ
ダ
デ
ー

　
こ
の
制
定
は
き
わ
め
て
難
か
し
い
問
題
で
あ

り
、
怨
望
会
を
構
成
し
て
、
次
期
執
行
委
員
会

に
諮
る
こ
と
と
し
た
。

　
⑥
ユ
ネ
ス
コ
賞
に
対
す
る
推
薦
に
つ
い
て

　
事
務
局
推
薦
の
人
権
問
題
に
対
す
る
ユ
ネ
ス

コ
賞
に
つ
い
て
、
五
・
G
・
ヘ
ワ
ゲ
教
授
を
推

薦
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
⑦
そ
の
他
に
つ
い
て
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●
　
●

一
つ
の
特
別
二
目
昊
宏
で
き
る
－

機
構
改
革
と
同
和
問
題

初
会
合
か
ら
活
発
な
審
議

機
構
改
革
特
委
員
会

　
全
仏
機
構
改
革
特
別
委
員
会
が
、
昭
和
五
十

四
年
十
二
月
二
十
一
日
午
前
十
一
時
か
ら
京
都

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
徒
会
館
に
て
行
な
わ
れ

た
。
出
席
は
、
小
沢
照
紫
藍
言
宗
智
山
派
総
務

部
長
、
土
屋
孝
喜
妙
心
寺
派
総
務
部
長
、
小
林

隆
彰
天
台
宗
総
務
室
長
、
伊
藤
町
爾
曹
洞
宗
秘

書
室
長
、
豊
田
英
世
日
蓮
宗
庶
務
部
長
、
藤
音

晃
祐
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
務
、
鈴
木
道
雄
真

言
宗
豊
山
派
岩
脇
財
務
部
長
代
理
、
広
島
昭
応

真
宗
大
谷
派
総
務
部
長
の
八
名
が
、
濡
仏
の
機

構
改
革
に
つ
い
て
真
剣
に
話
し
合
っ
た
。

　
定
刻
よ
り
十
分
遅
れ
馬
場
庶
務
部
長
の
司
会

に
て
開
会
。
事
務
総
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
加
藤

総
務
局
長
よ
り
、
こ
の
委
員
会
が
出
来
た
経
過

を
説
明
、
座
長
を
本
願
寺
派
の
藤
音
総
務
に
お

願
い
を
し
て
議
題
に
入
っ
た
。

　
（
イ
）
昭
和
五
十
五
年
度
全
仏
予
算
の
件
に

つ
い
て
は
委
員
よ
り
活
発
な
質
問
が
で
た
が
、

こ
の
委
員
会
が
予
算
の
審
議
を
す
る
委
員
会
で

は
な
い
が
、
委
員
会
と
し
て
全
書
事
務
局
の
原

案
通
り
理
事
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
了
解
す
る

旨
意
見
が
一
致
し
た
。

　
（
ロ
）
全
艦
事
業
計
画
の
見
直
し
の
件
に
つ

い
て
は
、
十
一
月
十
二
日
の
常
務
理
事
会
に
て

早
急
に
全
仏
の
事
業
を
見
直
し
、
そ
れ
に
も
と

づ
い
た
予
算
を
立
て
よ
と
い
う
御
指
示
に
も
と

ず
き
、
時
局
対
策
を
中
心
と
し
予
算
を
今
後
、

組
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
了
解
し
た
。
委
員
の
中
か

ら
も
、
全
仏
で
な
け
れ
ば
出
来
な
い
医
業
、
ま

た
各
宗
派
で
も
や
っ
て
い
る
よ
う
な
同
じ
性
質

の
も
の
は
、
こ
の
際
思
い
き
っ
て
切
り
、
諸
官

庁
と
の
強
力
な
パ
イ
プ
役
に
な
り
、
そ
の
情
報

を
各
宗
派
へ
迅
速
に
流
し
て
欲
し
い
旨
の
発
言

が
あ
り
、
委
員
各
位
も
賛
同
し
て
い
た
。
ま
た

こ
の
事
業
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
次
回

の
会
議
に
全
仏
案
を
提
示
し
、
御
審
議
い
た
だ

く
こ
と
で
了
解
さ
れ
た
。

　
（
ハ
）
理
事
定
数
の
件
に
つ
い
て
は
、
事
務

局
よ
り
理
事
の
数
が
多
く
書
類
が
な
が
な
か
整

わ
な
い
の
で
登
記
で
き
ず
、
困
っ
て
い
る
旨
の

説
明
が
あ
り
、
登
記
す
る
理
事
と
、
し
な
く
て

も
良
い
理
事
と
に
分
け
る
案
を
次
回
迄
に
提
示

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
（
二
）
全
仏
会
長
の
職
務
権
限
の
件
も
、
次

回
迄
に
見
仏
事
務
局
案
を
提
示
す
る
こ
と
で
了

解
さ
れ
た
。

　
（
ホ
）
会
長
・
理
事
長
・
事
務
総
長
・
全
仏

役
員
の
選
出
宗
派
の
拡
大
の
件
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
十
五
年
一
月
末
日
に
て
、
会
長
・
副
会

長
・
理
事
長
・
事
務
総
長
・
局
長
の
任
期
満
了

と
な
る
の
で
、
こ
の
委
員
会
と
し
て
は
、
従
来

通
り
の
ロ
ー
テ
イ
シ
ョ
ン
に
の
っ
と
り
、
お
引

き
受
け
い
た
だ
く
よ
う
、
勧
告
し
た
ら
ど
う
か

と
委
員
各
位
よ
り
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た

会
長
職
は
、
象
徴
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
も
っ
と

選
出
の
範
囲
を
拡
大
し
て
候
補
が
選
べ
る
よ
う

に
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
出
た
。
な
お
こ
の

問
題
に
関
し
て
は
、
全
仏
の
負
担
金
と
も
か
ら

ん
で
く
る
た
め
、
事
務
局
で
案
を
作
り
次
回
の

会
議
に
て
も
う
一
度
充
分
に
審
議
す
る
必
要
が

あ
る
と
、
委
員
各
位
よ
り
指
摘
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
意
見
を
ま
と
め
、
次
回
を
二

月
中
旬
に
開
く
こ
と
で
了
解
さ
れ
閉
会
し
た
。

同
和
特
別
委
員
会

　
世
界
四
十
六
ケ
国
か
ら
宗
教
代
表
者
が
ア
メ

リ
カ
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
に
集
い
、
世
界
宗
教
者

平
和
会
議
（
国
際
会
議
）
が
、
昭
和
五
十
四
年

八
月
二
十
九
日
か
ら
十
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
議
部
門
中
の
現
実
問
題
部
会
の
席
上
に
て

報
告
さ
れ
た
、
日
本
部
落
民
問
題
に
対
し
て
日

本
代
表
団
の
一
員
と
し
て
出
席
し
た
全
日
本

仏
教
会
理
事
長
発
言
に
よ
り
、
こ
の
問
題
は
端

を
発
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
昭
和
五
十
四
年
十
月
十
一
日
付
の

中
外
日
報
紙
が
こ
の
発
言
問
題
を
大
き
く
報
道

し
各
界
に
注
目
を
集
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
外
日
報
紙
の
報
道
に
よ
り
、
こ
の

発
言
問
題
を
知
っ
た
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部

委
員
長
・
松
井
久
吉
氏
よ
り
、
昭
和
五
十
四
年

十
月
三
十
日
付
に
て
、
全
日
本
仏
教
会
理
事
長

宛
に
“
抗
議
書
”
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
抗
議
書
の
内
容
に
つ
い
て
要
約
す
れ
ば
、
左

記
の
通
り
で
す
。

一
、
現
実
に
あ
る
部
落
問
題
を
否
定
し
て
い
る
。

　
　
な
に
を
根
拠
に
否
定
す
る
の
か
。

一
、
発
言
の
中
で
「
名
誉
」
を
問
題
に
し
て
い

　
　
る
。
す
な
わ
ち
、
部
落
問
題
の
存
在
を
外

　
　
国
に
知
ら
れ
る
こ
と
を
「
不
名
誉
」
と
考

　
　
え
て
い
る
。

一
、
部
落
民
と
い
う
文
字
す
ら
取
り
の
ぞ
け
と

　
　
主
張
し
て
い
る
。

　
　
　
あ
な
た
が
ひ
ろ
め
ら
れ
て
い
る
仏
教
の

　
　
教
義
に
は
、
差
別
さ
れ
て
い
る
民
衆
に
対

　
　
し
、
ど
う
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を

　
　
説
か
れ
て
い
な
い
の
か
。

以
上
の
よ
う
な
抗
議
．
書
で
あ
り
ま
す
。

　
全
日
本
仏
教
会
と
し
て
は
こ
の
問
題
に
つ
い

て
、
重
要
即
必
要
事
項
と
考
え
、
早
速
、
常
務

理
事
会
を
招
集
し
、
同
和
問
題
を
中
心
と
し
た

会
議
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
第
一
回
会
議
を
、
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
十

二
日
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
。
第
二
回
会
議

を
、
同
年
十
一
月
二
十
七
日
に
東
京
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
お
い
て
真
剣
に
協
議
を
重
ね
た
の
で

あ
り
ま
す
。

　
第
一
回
会
議
で
は
今
後
の
全
仏
運
営
方
針

の
再
検
討
、
時
局
閤
題
の
部
落
解
放
同
盟
中
央

本
部
に
対
す
る
回
答
書
作
制
を
事
務
局
に
一
任

と
決
定
し
、
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
二
回
会
議
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
会
議
の

継
続
審
議
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
会
議
の
継
続

審
議
に
入
り
、
ま
ず
第
一
の
、
今
後
の
全
仏
骨

9
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営
方
針
再
検
討
の
件
に
つ
い
て
は
、
協
議
の
結

果
、
機
構
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
再
検
討

を
す
る
と
の
決
定
を
見
、
同
和
問
題
に
関
し
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局
に
て
」
作
成
し
た
抗

議
書
に
対
す
る
回
答
書
案
に
つ
い
て
審
議
の
結

果
、
す
で
に
同
和
問
題
に
関
し
て
解
決
す
べ
く

努
力
し
て
お
り
、
経
験
の
深
い
、
真
宗
大
谷
派
、

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
等
の
意
見
に
よ
り
、
全
仏

と
し
て
の
真
意
を
伝
え
る
為
の
、
同
和
特
別
委

員
会
設
置
の
要
望
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
決
定

を
み
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
十
二
宗
派
よ
り
委
員
の
選
出
を
願

い
同
和
特
別
委
員
会
の
発
足
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
抗
議
書
に
対
す
る
回
答
書
（
十
一
月
未

日
提
出
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
常
務
理
事
会
に

よ
り
検
討
の
必
要
あ
り
と
の
結
論
に
達
し
、
左

記
理
由
に
よ
り
延
期
届
を
提
出
い
た
し
ま
し

た
。

一
、
全
日
本
仏
教
会
と
し
て
各
宗
派
の
代
表
者

　
　
に
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

　
　
し
被
差
別
部
落
問
題
解
消
に
尽
力
す
る
方

　
　
針
を
も
っ
て
具
体
的
方
向
を
示
し
、
併
せ

　
　
て
回
答
し
た
い
。

一
、
宗
派
間
の
意
見
・
姿
勢
の
統
一
を
は
か
る

　
　
で
あ
り
ま
す
。
（
回
答
書
提
出
期
限
一
月

　
　
末
日
）

　
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
十
二
日
、
京
都
の
真

宗
大
谷
派
宗
務
所
二
階
会
議
室
に
お
い
て
第
一

回
同
和
特
別
委
員
会
を
開
催
、
安
藤
次
長
よ
り
、

当
問
題
に
つ
い
て
の
経
過
に
つ
い
て
報
告
し
、

本
日
の
特
別
委
員
会
の
中
で
協
議
す
る
こ
と
に

至
っ
た
と
説
明
し
た
。

　
協
議
さ
れ
た
要
旨
は
左
記
の
通
り
。

一
、
全
書
理
事
長
宛
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
抗
議

　
書
に
対
す
る
回
答
は
、
諸
般
の
事
情
で
提

　
出
さ
れ
て
い
な
い
が
何
ら
か
の
形
で
速
や

　
か
に
出
さ
れ
て
然
る
べ
き
と
考
え
る
。

一
、
全
仏
の
中
に
は
、
同
和
の
実
体
が
存
在
し

　
て
い
な
い
、
実
体
は
、
各
宗
門
の
中
に
在

　
る
の
で
あ
る
か
ら
各
宗
団
が
責
任
を
持
つ

　
て
対
処
す
べ
き
と
思
う
。

一
、
基
本
的
に
は
、
イ
ン
ド
と
日
本
の
相
違
は

　
な
い
と
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
全
仏
と
し

　
て
は
各
回
団
の
意
見
、
対
応
策
を
ま
と
め

　
て
添
付
し
て
回
答
さ
れ
た
い
。
現
状
と
し

　
て
は
こ
れ
し
か
方
法
が
な
い
と
思
う
。

一
、
各
宗
門
ご
と
に
教
義
・
歴
史
を
ふ
ま
え
た

　
　
回
答
書
の
形
式
で
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り

　
全
仏
の
回
答
と
な
る
と
思
う
。
つ
ま
り
組

　
織
と
し
て
の
回
答
で
あ
る
。

一
、
全
仏
と
し
て
は
、
加
盟
宗
派
に
連
絡
し
、

　
夫
々
の
対
応
策
を
求
め
た
い
。

　
尚
、
次
回
会
議
を
、
明
年
一
月
十
八
日
に

　
　
招
集
し
た
い
。
そ
の
時
に
各
星
団
の
具
体

　
的
対
応
策
を
、
夫
々
の
回
答
書
形
式
と
し

　
　
て
提
出
さ
れ
た
い
。

以
上
の
よ
う
な
協
議
内
容
で
あ
っ
た
。

　
第
二
回
会
議
を
前
回
と
同
じ
真
宗
大
谷
派
宗

務
所
会
議
室
に
て
開
催
、
回
答
書
の
内
容
等
に

つ
い
て
協
議
、
回
答
書
事
務
局
案
の
賛
同
を
得
、

自
発
的
に
提
出
さ
れ
た
六
宗
派
の
回
答
書
を
添

付
の
上
、
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
に
回
答
す

る
こ
と
に
決
定
を
見
た
の
で
あ
り
ま
す
．

　
昭
和
五
十
五
年
一
月
二
十
五
日
付
に
て
同
盟

委
員
長
・
松
井
久
吉
氏
に
対
し
て
、
理
事
長
．

町
田
白
二
八
と
し
て
回
答
し
た
次
第
で
す
。

便
利
な
ノ
ー
カ
ー
ボ
ン
複
写
伝
票
・
2
6
穴
バ
イ
ン
ダ
”
付

寺
院
用

◆
零
；
●
9
；
；
1
◆
■
◆
■
◆
●
▲
》
五
■
1
●
▼
…
■

寺
院
経
営
の
頭
脳
で
す
。

価
格
五
、
八
○
○
円

（
何
れ
も
送
料
加
算
）

　
　
現
金
の
出
入
れ
か
ら
決
算
ま
で
の
記
帳
が
添
付
の
記
入
例
で
ス
グ
分
り

　
　
ど
の
用
紙
も
金
額
の
十
進
毎
に
罫
を
入
れ
、
上
欄
に
金
額
単
位
入
り

類
耀
　
癩
繋
　
騨
輪
撒
　

　
　
　
帳
簿
の
科
目
欄
書
入
れ
の
手
間
が
省
け
、
き
れ
い
に
揃
う

寺
院
用
勘
定
科
目
等
ゴ
ム
印
欝
壽
。
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
◆
ら
◆
…
▲
●
7
色
7
凸
▼
▲
零
■
▲
■
孟
●
－
邑
▼
▲
▼
◆
◎

安
心
し
て
布
教
活
動
を

寺
院
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
義
訊
。
・
。
・
㎜

（巻別・著者）

墓
地
編
並
荒
川
六
羽
十
（
も
と
文
化
庁
宗
務
課
勤
務
．
現
在
住
職
）

宗
教
法
人
編
ω
1
1
　
〃

　
　
　
〃
　
　
　
　
㈲
皿
荒
川
六
黒
氏
外
法
務
者
の
登
記
担
当
二
士

税
務
・
事
業
会
計
編
⊥
桜
井
四
郎
氏
（
も
と
税
務
大
学
教
投
）
野
村
郁
夫
氏
（
税
理
圭

布
教
資
料
鯖
雲
松
原
哲
明
氏
ほ
か
＋
数
ヶ
寺
の
住
職

◆
茎
●
1
う
念
◆
ら
◆
●
▲
▼
△
一
▼
；
色
7
凸
▼
▲
▼
▲
■
▼
●
‡
◆
色
▼
▲
▼
▲
▼
▲
》
▲
▼
◆
零
；
●

（ス
x
テ
に
つ
い
て
見
本
・
説
明
書
送
呈
）

東
京
都
中
野
区
南
台
四
一
三
九
－
四
（
〒
一
六
四
）

　　

@　

@
三
　
成
　
書
　
房

　
　
　
　
　
　
電
話
（
〇
三
）
三
入
一
一
五
八
四
九
番

一10一
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川
崎
大
師
で
月
一
ブ
イ
に

二
五
〇
万
円
を
寄
付

　
去
る
十
二
月
十
七
日
、
川
崎
大
師
平
間
寺
よ

り
ア
ジ
ア
救
う
イ
協
会
に
救
う
イ
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
二
百
五
十
万
円
が
寄
付
さ
れ
た
。

高橋貫酋より上田理事長に贈呈

　
こ
れ
は
、
毎
月
、
大
師
御
縁
日
に
本
堂
内
下

陣
に
お
い
て
、
婦
人
会
の
会
員
四
十
上
程
が
御

詠
歌
を
唱
え
な
が
ら
参
詣
者
に
募
金
を
呼
び
か

け
、
そ
の
総
額
が
一
年
間
で
二
百
三
十
万
と
な

り
、
ラ
イ
病
で
苦
し
ん
で
い
る
人
々
の
お
役
に

立
ち
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
川
崎
大
師
貫
主
高

橋
隆
天
硯
下
が
二
十
万
円
を
加
え
て
二
百
五
十

万
円
と
し
、
ア
ジ
ア
救
う
イ
協
会
理
事
長
上
田

常
隆
氏
に
全
仏
の
仲
介
に
よ
り
手
渡
た
さ
れ

た
。
川
崎
大
師
で
は
、
四
十
九
年
、
五
十
年
半

も
救
う
イ
協
会
へ
寄
付
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　
贈
呈
式
に
は
、
高
橋
欝
欝
を
は
じ
め
、
実
際

に
募
金
に
た
ず
さ
わ
っ
た
婦
人
会
の
代
表
二
名

が
出
席
、
全
仏
の
中
村
財
務
部
長
の
紹
介
で
救

う
イ
協
会
の
上
田
理
事
長
が
寄
付
金
を
お
し
い

た
だ
く
よ
う
に
し
て
受
け
取
っ
た
。

　
な
お
、
こ
の
浄
財
は
、
イ
ン
ド
の
ア
グ
ラ
診

療
所
の
電
子
顕
微
鏡
の
修
理
な
ら
び
に
部
品
交

換
の
た
め
の
技
師
派
遣
費
用
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
く
と
の
話
し
で
あ
っ
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
済
に
つ
い
て
の
全
仏
と

し
て
の
対
応
策
を
協
議
す
る
た
め
、
二
月
十
四

日
午
後
一
時
半
よ
り
、
全
心
会
議
室
に
関
係
加

盟
団
体
の
代
表
が
出
席
し
て
、
連
絡
会
議
が
開

催
さ
れ
た
。

　
西
村
輝
成
国
際
専
門
副
委
員
長
の
議
長
に
よ

り
、
ま
ず
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
全
日
仏

情
報
資
料
の
収
集
に
あ
た
る

青
よ
り
活
動
状
況
報
告
が
あ
り
、
つ
い
で
各
宗

派
、
県
仏
か
ら
報
告
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果

全
会
と
し
て
は
、
各
団
体
の
協
力
を
得
て
、
難

民
問
題
の
情
報
収
集
を
行
い
、
「
カ
ン
ボ
ジ
ア

難
民
救
援
連
絡
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
、
月
一

度
の
資
料
収
集
、
連
絡
な
ど
を
す
す
め
て
行
く

こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
国
際
専
門
委
員
会

　
全
仏
国
際
専
門
委
員
会
（
柳
了
堅
委
員
長
）

で
は
、
一
月
三
十
日
午
後
一
時
半
よ
り
全
心
会

議
室
に
て
委
員
会
を
開
催
。
①
ル
ン
ビ
ニ
ー
開

発
計
画
に
つ
い
て
、
②
W
F
n
執
行
委
員
会
の

報
告
、
③
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
済
運
動
に
つ
い

て
、
④
そ
の
他
の
議
題
に
つ
い
て
協
議
し
、
ル

ン
ビ
ニ
i
復
興
準
備
委
員
会
の
発
足
や
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
難
民
の
資
料
収
集
を
話
し
合
っ
た
。

W
F
B
寄
金

　
　
【
東
京
都
仏
教
連
△
鼠
耳
扱
】

五
万
円
　
　
正
見
寺
善
永
寺

　
　
【
東
京
浅
草
地
区
寺
院
有
志
】

参
万
円
　
　
称
念
寺

二
万
円
　
　
常
福
寺
　
玉
宗
寺
　
西
福
寺
　
龍

　
　
　
　
　
宝
寺
永
見
寺
畏
敬
寺
地
蔵

　
　
　
　
　
院
最
尊
寺
　
西
堺
寺
　
真
照
寺

　
　
　
　
　
来
脂
燭
　
真
福
寺
　
光
円
寺

全
土
事
務
総
局
人
事

　
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
で
は
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
人
事
を
行
い
、
次
の
通
り
決
定
し

穐　
事
務
総
長

　
〃
次
長

　
総
務
局
長

　
組
織
局
長

　
国
際
文
化
局
長

　
な
お
、

任
。

旦
野
　
照
護
（
大
派
）
新

小
野
島
元
雄
（
本
派
）
新

加
藤
　
海
晃
（
日
蓮
）
留

勝
部
定
昭
（
浄
土
）
新

安
本
　
利
正
へ
曹
洞
）
留

　
　
　
　
諸
点
正
浩
事
務
総
長
は
理
事
長
に
就

　
　
安
藤
義
祐
事
務
次
長
、
龍
山
哲
成
組
織
局

長
は
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

‘
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㎜

…
　
葛
飾
北
斉
漫
画
全
十
五
冊
　
　
二
十
五
万
　
　
　
・

…
　
島
地
黙
雷
書
絹
本
　
　
　
　
　
　
六
万
　
　
　
㎜
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寒
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二
万

コ
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発
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書
　
　
　
　
　
　
三
万
　
　
　
剛

…
　
西
郷
隆
盛
書
覆
刻
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
　
脚

嚇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
楊
春
桂
画
天
台
山
図
水
墨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
　
　
狩
野
宗
益
筆
達
摩
羅
水
墨
　
　
　
　
三
廻
　
　
　
閃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
万
　
　
。

闘
　
文
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画
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◇
掲
◇
示
◇
板
◇

　
　
　
浄
土
門
主
に
高
畠
三
下

▼
浄
土
宗
で
は
、
一
月
二
十
二
日
総
本
山
知

恩
院
に
お
い
て
、
岸
信
宏
門
主
の
遷
化
に
伴
う

後
任
門
主
を
選
ぶ
浄
土
門
主
推
戴
委
員
会
を
開

き
、
後
任
に
大
本
山
清
浄
華
院
法
主
・
高
畠
寛

我
大
僧
正
を
選
出
し
た
。

　
　
　
日
蓮
宗
管
長
に
金
子
臣
下

　
▼
日
蓮
宗
で
は
、
望
月
日
滋
管
長
の
任
期
満

了
に
伴
う
管
長
推
戴
委
員
会
を
開
き
、
第
四
十

四
代
管
長
に
大
本
山
池
上
本
門
寺
・
金
子
日
威

貫
首
を
推
戴
し
た
。

　
　
　
曹
洞
宗
人
事

　
▼
曹
洞
宗
で
は
、
町
田
宗
天
宗
務
総
長
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
新
し
く
岡
田
巳
三
戸
を
選
出

し
た
。

　
　
　
浄
土
宗
人
事

　
▼
浄
土
宗
で
は
、
稲
岡
覚
順
宗
務
総
長
の
退

任
に
伴
い
、
新
し
く
武
田
商
彦
師
を
宗
務
総
長

に
推
挙
し
た
。

　
　
　
和
宗
人
事

　
▼
和
宗
四
天
王
寺
で
は
、
南
谷
恵
澄
執
事
長

の
退
任
に
伴
い
、
後
任
に
森
田
禅
朗
師
を
選
出

し
た
。

　
　
　
大
阪
府
仏
人
事

　
▼
大
阪
府
仏
教
会
で
は
、
役
員
任
期
満
了
に

つ
き
、
新
会
長
に
藤
前
東
時
師
、
事
務
局
長
に

高
倉
正
信
師
を
選
出
。
新
事
務
局
は
大
阪
市
東

　
　
ゴ

区
本
町
四
の
二
十
七
・
本
願
寺
津
村
別
院
丙
。

　
　
　
静
岡
県
仏
人
事

　
▼
静
岡
県
仏
教
会
で
は
、
役
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
新
し
く
会
長
・
原
田
良
道
師
、
事
務

局
長
．
山
本
俊
幸
師
な
ど
を
選
出
し
た
。
事
務

昭
和
五
十
五
年
　
三
月
一
日
発
行

　
三
月
号
　
第
二
五
六
号

局
一
思
津
市
獅
子
浜
四
七

　
　
　
東
京
都
仏
人
事

　
▼
東
京
都
仏
教
連
合
会
で
は
、
郡
司
博
道
事

務
局
長
の
退
任
に
伴
い
、
後
任
事
務
局
長
に
畑

直
孝
師
を
選
出
し
た
。

　
　
　
上
宮
門
が
甲
子
園
へ

　
▼
今
月
甲
子
園
球
場
で
開
か
れ
る
選
抜
高
校

野
球
大
会
に
、
大
阪
の
上
冨
高
校
（
浄
土
宗
）

が
出
場
す
る
。
健
闘
を
期
待
し
た
い
。

…
事
務
総
局
録
事
（
一
・
二
月
）
…

（一

氏
j

　
　
八
日

　
十
二
日

十
六
日

十
八
日

二
十
一
日

二
十
三
日

二
十
五
日

　
三
十
日

三
十
一
日

局
内
会
議

埼
玉
県
仏
新
年
会
出
席

仏
教
セ
ン
タ
ー
設
立
奢
貝
会

同
和
特
別
委
員
会

局
内
会
議

自
民
党
大
会
出
席

評
議
員
会
・
理
事
会

新
年
懇
親
会

国
際
専
門
委
員
会

日
宗
連
理
事
会

（
二
月
）

　
五
日

十
一
日

十
二
日

十
三
日

十
四
日

十
五
日

十
八
日

十
九
日

二
十
三
日

局
内
会
議

仏
英
研
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

機
構
改
革
特
別
委
員
会

京
都
各
山
挨
拶
廻
り

カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
済
連
絡
協
議

会越
前
真
宗
四
派
と
の
話
し
合
い

仏
教
セ
ン
タ
ー
準
備
委
員
会

局
内
会
議

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
松
山
）

鰭
M
矯
醐
垣
立

繕

発
行
所
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

全
日
本
仏
教
会
の
ご
推
薦
を
い

た
だ
き
ま
し
た
「
印
度
」
ま
、

取
材
に
3
年
、
制
作
に
1
年
の

歳
月
を
か
け
、
仏
教
を
生
ん
だ

イ
ン
ド
の
原
点
を
追
求
、
仏
陀

に
編
集
の
焦
点
を
合
わ
せ
た
我

国
最
初
の
写
真
集
で
す
。
五
〇

〇
余
点
に
の
ぼ
る
写
真
と
各
界

一
流
の
執
筆
陣
に
よ
る
権
威
あ

る
テ
キ
ス
ト
は
、
仏
教
に
深
い

関
心
の
あ
る
方
々
に
は
ビ
ジ
ュ

ア
ル
な
参
考
書
と
し
て
ご
期
待

に
添
え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
第
一
巻
1
1
仏
陀
の
道
　
仏
陀
の
生
き

　
　
た
、
歩
い
た
、
考
え
た
道
を
自
然
、

　
　
風
景
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
展
開
。

　
第
二
巻
醐
刻
ま
れ
た
祈
り
　
イ
ン
ド

　
　
仏
教
美
術
の
全
貌
と
、
そ
の
美
術

　
　
が
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
美
術
に
流
れ
る
ま

　
　
で
を
描
く
。

　
第
三
巻
”
豊
饒
の
世
界
　
仏
陀
を
生

　
　
ん
だ
イ
ン
ド
の
土
嚢
は
何
か
。

　
　
ン
ド
の
母
な
る
大
地
を
イ
ン
ド
の

　
　
人
々
の
生
き
ざ
ま
を
自
然
、
風
景

　
　
を
お
り
ま
ぜ
な
が
ら
追
求
。

　
〈
概
要
V
　
A
4
判
、
天
竺
木
綿
ク

　
　
　
　
　
　
ロ
ス
味
上
製
本
、
平
入

　
　
　
　
　
　
　
各
巻
二
一
四
～
二

　
　
　
　
　
　
一
六
頁
、
定
価
五
七
、

　
　
　
　
　
　
○
0
0
円
（
分
割
払
制

　
　
　
　
　
　
あ
り
）

　
〈
発
行
〉
　
東
京
都
千
代
田
区
一
ツ

　
　
　
　
　
　
橋
1
－
1
－
1

　
　
　
　
　
　
毎
日
新
聞
社
内
　
毎
日

　
　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
贈
呈

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
一
十
三

電
話
〇
三
（
四
三
七
）
九
二
七
五

一12一
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